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第 例会定回４ 【 9月 7日～15日 】

借入金・預金の残高

令和４年度特別会計決算

令和４年度一般会計決算 　
令
和
５
年
第
４
回
片
品
村
議
会
定
例
会
が
、

９
月
７
日
〜
　
日
ま
で
の
９
日
間
に
わ
た
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
﹁
令
和
４
年
度
一
般
会
計
及
び
５
特
別
会
計

の
決
算
認
定
﹂
﹁
令
和
５
年
度
一
般
会
計
及
び

５
特
別
会
計
の
補
正
予
算
﹂
﹁
条
例
の
制
定
、

一
部
改
正
﹂
﹁
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
等
の

報
告
﹂
﹁
片
品
村
振
興
公
社
の
経
営
状
況
の
報

告
﹂
﹁
工
事
請
負
契
約
の
締
結
﹂
等
が
提
案
さ

れ
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

国民健康保険

国民健康保険

簡易水道事業

介護保険

下水道事業等

後期高齢者医療

    合　　計

歳入決算額

歳出決算額

繰越明許費繰越額

実質収支額

４４億８，０８０万６千円

２８億８，２６６万４千円

基金へ繰入

令和５年度予算へ繰越

内　訳

１億８，０００万円

１億６，７７７万５千円

（前年度比 1 億 9,669 万 8 千円減   ）

（前年度比 6 億 4,642 万２千円増   ）

年度末村債（借入金）現在高

年度末基金（預金）残高

４６億２，１４３万円

４２億５，５９３万１千円

      １，７７２万４千円

３億４，７７７万５千円

会 計 名 歳入決算額
実質収支額の内訳

基金繰入金 令和５年度へ繰越
実質収支額

(うち、一般会計から繰入)

6 億 8,569 万 6 千円

１億 2,184 万 3 千円

6 億 4,033 万 2 千円

4 億 6,216 万 6 千円

6,428 万 4 千円

19 億 7,432 万 1 千円

1,445 万 2 千円 

1,036 万 1 千円 

2,901 万 2 千円 

1,035 万 5 千円 

 

8 万 9 千円 

6,427 万円

 （繰越明許費） 

2,878 万 6 千円 

 （繰越明許費） 

2,878 万 6 千円 

歳出決算額

6 億 7,124 万 4 千円

1 億 1,148 万 2 千円

6 億 1,132 万円

4 億 2,302 万 4 千円

6,419 万 5 千円

18 億 8,126 万 5 千円

730 万円

520 万円

1,460 万円

2,710 万円

715 万 2 千円

516 万 1 千円 

1,441 万 2 千円 

1,035 万 5 千円 

8 万 9 千円 

3,717 万円

(5,392 万 7 千円）

（3,396 万円）

（9,876 万 2 千円）

（1 億 3,686 万円）

（2,166 万円）

(3 億4,517 万円）

簡易水道事業

介護保険

下水道事業等

   合　　 計

０円

2 億１,６０８万４千円

０円

４億４,２４５万 7 千円

６億５,８５４万１千円

１億６,４６０万２千円

４,１１０万円

１億５,２４８万４千円

０円

３億５,８１８万６千円

年度末村債他（借入金）現在高

※千円未満を四捨五入したことにより、集計した際に誤差が出る場合があります。

※村債他現在高は千円未満を四捨五入、基金現在高は千円未満切り捨て。

会計名 年度末基金（預金）現在高

※千円未満を四捨五入（基金残高は切り捨て）しています。
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令和４年度　片品村振興公社㈱の経営状況の報告

事業概要

花の駅・片品「花咲の湯」

▲

寄居山温泉「ほっこりの湯」

▲

道の駅・尾瀬かたしな

▲

公社の総売上　　  　　　 ６億 4,255万 2千円　
公社税引前の当期利益額　　　 4,139万 4千円
公社税引後の当期利益額　　　2,926万 4千円

入館者数　　　　　　　    １２３,９７１人
（村外利用者 97,571 人、78.7%）
売上代金　　　　    ＋1 億 2,964 万 2 千円
仕入代金　　　　　　     −3,839 万 9 千円
販売管理費 　         　　−1 億 1,428 万円
営業外損益　　　　　　 ＋1,372 万 7 千円
特別損益　　　　　　　　　−35 万６千円
税引前の当期損失額　　　 ▲966 万 5 千円

入館者数　　　　　　　　　 ３２,０００人
（村外利用者 20,245 人、63.3%）
売上代金　　　　 　　   ＋1,340 万 2 千円
仕入代金　　　　　　      　　 −123 万円
販売管理費 　               −1,187 万 7 千円
営業外損益　　　　　    　　　＋106 万円
税引前の当期利益額　　　　 135 万 4 千円

利用者数　　　　　　　　  １８２,２５０人
売上代金　　　　    ＋2億 7,611 万 1 千円
仕入代金　　  　     −1 億 6,336 万 3 千円
販売管理費 　           −1 億 892 万 7 千円
営業外損益　　　　      　＋203 万 1 千円
税引前の当期利益額　 　　　585 万 2 千円

アウトドア事業所
オグナほたかスキー場
ほたか牧場キャンプ場（ （

▲

利用者数　　　　　　　　     ５８,９５５人
売上代金　　　　    ＋2 億 2,339 万 6 千円
仕入代金　　  　     　　−1,577 万 5 千円
販売管理費 　           −2 億 189 万 5 千円
営業外収益　　　　        ＋3,802 万 6 千円
特別損益　　　　　　　　　　  ＋10 万円
税引前の当期利益額　  　  4,385 万 2 千円

※千円未満を四捨五入してありますので、集計した際に誤差が出る場合があります。

令和４年度の村債は、２億 5,360 万円で
ある。
細工屋橋橋梁長寿命化対策工事、県営牛
の平地区水利施設保全高度化事業、片品

村保育所改築工事、武尊牧場キャンプ場グランピ
ング施設整備工事などのハード事業の他、スクー
ルバス管理運営などのソフト事業にも充当されて
いる。

村税の収納率は 83.7％であり、前年度よ
り 2.7 ポイントの増となり、収入未済額
は１億 2,840 万 790 円で、前年度より
506万 7,972 円の増となっている。収入

未済額については、固定資産税が多くを占めてい
て、今後も引き続き早期の滞納整理など適切な処
理が必要である。

地方交付税は23億 1,154万 9,000円で、
前年度より270万 9,000円の増額となっ
ており、歳入総額の50.0％を占めている。

国民健康保険税の収納率は 82.2％で、前
年度より 0.4 ポイント高くなっている。
療養諸費に対する１人あたりの保険者負
担分は 26万 6,402 円（年間）で、前年

度より 7,946 円減少している。被保険者の高齢化
や医療の高度化、医薬品の高額化等による医療費
の増大など、非常に厳しい運営が予想される。水道料の収納率は、69.2％であり、前年

度より 5.5 ポイント低くなっている。堅
実な運営を図るため、未収金の解消に特
に努力されたい。

下水道への加入率は 65.9％で、前年度よ
り 1.1 ポイント高くなったが、更なる上
積みに向けて適切な対応を望む。

一般会計及び特別会計の決算は正しく、
証拠書類も良く整理され、会計経理は適
正である。地方分権と行財政改革、人口
減少及び少子高齢化への対応や住民福祉

の拡充など様々な行政問題が山積する中であるが、
住民のニーズをできるだけ速やかに把握するとと
もに、計画的、かつ、効率的な行財政の運営と安
定した事業計画の立案に心掛け、住民福祉の向上
や明るく活気ある村づくりのための施策を望むも
のである。

後期高齢者医療の令和 5年 3月末現在の
被保険者は 884人であるが、引き続き迅
速かつ適正な各種医療給付の実施に務め
ていただきたい。

員委査 見意審監 査の
チェック
します

村 債

地方
交付税

簡易
水道

介護保険については、高齢化がさらに進
む中、引き続き高齢者に対する介護の問
題が大きな課題となっているが、高齢者
が住み慣れた地域で自分らしく人生を全

うできるよう介護サービスの充実に努力していた
だきたい。

介護
保険

下水道

総 括

後期
高齢者
医療

国民健康
保険

村 税
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令和５年度９月補正 主な一般会計補正

歳　　入

地方交付税

国庫支出金

県支出金

財産収入

繰入金

繰越金

諸収入

村債

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

教育費

歳　　出

▲4,894

194,308

▲4,838

8,652

4,963

92,248

10,869

▲4,626

83,206

51,976

2,985

162

10,597

117,775

36,681

▲6,700

（単位：千円）

一般会計 4,203,268

728,999

82,100

644,943

102,560

68,517

296,682

6,966

4,160

20,940

9,350

100

4,499,950

735,965

86,260

665,883

111,910

68,617

会　計　名 歳入歳出補正前 補正額 補正後

（単位：千円）

国民健康保険

簡易水道

介護保険

下水道事業等

後期高齢者医療

財政の健全化判断比率の報告

片品村の公営企業の資金不足比率

実質公債費比率

資金不足比率

実質赤字比率

特別会計の名称

簡易水道事業特別会計

下水道事業等特別会計

資金不足なし

資金不足なし

ー

ー

資金不足比率 備　　考

令和４年度 ー（赤字 0）

15.00 20.00 25.0 350.0

ー（赤字 0） 5.5 ー

早期健全化基準

連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

（単位：％）

* 片品村のそれぞれの比率については早期健全化基準に該当せず、
　大変良好な比率となっています。

ワンポイント解説

* 数値は小さいほどより健全です。

村税や交付税などの収入に
対して、借金返済額がどの
程度の割合になるかを示す
指標です。

ワンポイント解説

*資金不足が無い場合は「ー」表示、
　20% 以上は経営健全化計画を定め
　なければなりません。

資金不足による経営状況の
悪化の度合いを示す指標です。

片品村条例の制定・一部改正

★片品村犯罪被害者等支援条例の制定
犯罪被害者等が受けた被害の早期回復、軽減を図り、村民が安心して暮らすことができる
地域社会の実現に寄与するため制定するもの

★片品村簡易水道事業の設置等に関する条例の制定
片品村簡易水道事業特別会計が、令和６年４月１日から地方公営企業法の適用となる事に
伴い制定するもの

★片品村下水道事業の設置等に関する条例の制定
片品村下水道事業等特別会計が、令和６年４月１日から地方公営企業法の適用となる事に
伴い制定するもの

★片品村福祉医療費の支給に関する条例の一部改正
令和５年10月１日から、高校生世代に現物給付を開始するための準備が整ったため、条
例の一部を改正するもの

★片品村営スノーパル・オグナほたか施設利用料徴収条例の一部改正
電気料等の高騰や、最低賃金の引き上げによる人件費の増加などから、今後も安定した運営
を維持していくにはリフト料金の値上げをせざるを得ないため、条例の一部を改正するもの
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協定の変更
○利根沼田地域定住自立圏の形成に関する協定の一部変更

　周産期医療をはじめ、圏域内における地域医療体制を維持・充実していくため
必要な支援を行えるよう、協定の一部を変更するもの

選挙管理委員会委員及び補充員の選挙

工事請負契約の締結

地方自治法第１８０条第１項の規定により専決処分
の報告がありました

以上の方々に決まりました。なお、補充員の補充の順序は指名の順序（番号順）
となります。

　選挙管理委員は、地方自治法の定めるところにより、選挙権を有する者のうちから
議会において選挙で選ばれます。なお、この選挙については、議員に異議がないとき
は指名推選の方法を用いることができます。

○契約の目的　　細工屋橋 橋梁耐震・耐荷補修工事
○契約の方法　　指名競争入札による契約

○契約金額　　　63,800,000 円

○契約の相手方　群馬県利根郡片品村大字須賀川７番地１

   　               　角田建設工業 株式会社

○工　期　　　　契約の日から令和５年 12 月 22 日まで

○契約の目的　　村道4076号線 下小川橋 補修工事
○契約の方法　　指名競争入札による契約

○契約金額　　　56,100,000 円

○契約の相手方　群馬県利根郡片品村大字東小川 3306 番地

　 　　　　　　  株式会社 星野組

○工　期      　　契約の日から令和６年３月 15 日まで

○工事変更請負契約締結について

　令和４年議案第 46 号で承認された、令和４年度細工屋橋 橋梁耐震・耐荷補修

工事について、変更請負契約を専決処分により締結したことの報告で、変更前の

契約金額 1 億 2,430 万円を 1 億 2,311 万 2 千円に変更したもの

選挙管理委員会

委員

補充員

星野  敏男 氏（摺渕）

萩原  清彦 氏（土出）

宮田  康弘 氏（東小川）

田村  利夫 氏（鎌田）

① 林     宏史 氏（越本）

③ 星野  行康 氏（御座入）

② 萩原  文夫 氏（戸倉）

④ 星野  泰三 氏（花咲）

選挙管理委員会委員選挙ワンポイント解説

協
　
定

選 

挙 

管 

理 

委 

員 

会 

選 

挙

工 

事 
請 
負 
契 

約

専 

決 

処 

分
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昨
年
、
第
４
区
の
要
望
に
あ

っ
た
曇
り
に
く
い
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
設
置
の
件
は
、
そ
の
後
ど
う
な

っ
た
の
か
。

答
︵
総
務
課
長
︶

　

役
員
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
地

区
要
望
と
し
て
上
が
っ
て
い
る
も

の
も
あ
り
、
例
え
ば
、
交
通
指
導

員
や
青
少
年
育
成
推
進
員
な
ど
、

見
直
し
が
で
き
る
と
こ
ろ
は
数
を

減
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
婦
人
会
の

自
主
的
運
営
が
な
か
な
か
難
し
く
、

女
性
会
と
し
て
大
幅
な
組
織
改
革

を
行
い
、
地
区
で
の
役
員
が
負
担

に
な
っ
て
い
る
の
が
要
因
で
し
た

の
で
、
そ
の
負
担
の
解
消
に
向
け

た
取
組
を
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

地
区
の
合
併
と
い
う
話
が
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
片
品
村
行
政

区
の
設
置
及
び
組
織
に
関
す
る
規

則
の
中
で
も
、
再
編
も
事
前
協
議

を
し
な
が
ら
で
き
る
、
と
い
う
こ

と
を
謳
っ
て
お
り
ま
す
し
、
地
区

か
ら
も
、
本
当
に
必
要
な
ら
検
討

問　
　
村
内
各
地
域
で
開
催
さ
れ
て

い
た
夏
祭
り
が
、
人
口
減
少
な
ど

で
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の

が
現
実
だ
が
、
村
起
こ
し
と
し
て
、

夏
祭
り
を
村
主
催
で
開
催
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

問

　
　
今
、
人
口
減
少
が
確
実
に
進

ん
で
い
る
現
状
だ
が
、
各
地
区
の

役
員
の
見
直
し
、
ま
た
、
合
併
さ

せ
る
の
は
ま
だ
難
し
い
と
は
思
う

が
、
役
員
の
業
務
が
軽
減
さ
れ
る

よ
う
な
方
法
を
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
例
え
ば
、
回
覧
板
な
ど
の
お
知

ら
せ
は
、 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
す
る

な
ど
、
配
布
物
を
各
家
庭
に
送
る

形
態
も
将
来
的
に
は
考
え
て
い
け

れ
ば
い
い
と
思
う
。

　
ま
た
、
農
事
組
合
長
は
﹁
地
区

の
役
員
と
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。﹂
と
い
う
話
を
よ
く
聞

く
。
農
協
の
組
合
員
だ
け
が
農
事

組
合
長
を
引
き
受
け
る
地
区
も
あ

る
よ
う
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
が
地
区

の
役
員
と
し
て
農
事
組
合
長
を
や

っ
て
、
結
局
、
農
協
の
注
文
取
り

を
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
認
識

を
強
く
感
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
役
員
の
見
直
し
な
ど
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
、 

Ｕ
タ
ー
ン
や
移
住

者
が
住
み
や
す
い
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

問

答
︵
総
務
課
長
︶

　

４
年
度
末
に
芳
味
亭
の
と
こ
ろ

に
曇
り
に
く
い
も
の
を
１
基
設
置

し
ま
し
て
、
中
学
校
方
面
か
ら
出

て
く
る
所
か
ら
国
道
が
見
え
る
よ

う
試
験
的
に
取
り
付
け
を
し
ま
し

た
。

　

た
だ
、
霜
の
時
期
で
は
な
く
な

っ
て
き
て
い
た
の
で
、
そ
の
効
果

に
つ
い
て
は
確
認
で
き
て
い
な
い

状
況
で
す
。
今
年
の
冬
に
な
っ
た

ら
、
そ
の
辺
り
を
注
視
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

答
︵
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
︶

　

最
近
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
村
内

各
地
域
の
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
て

お
ら
ず
、
今
年
も
慎
重
な
判
断
を

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
な
か
な
か

お
祭
り
が
開
催
で
き
な
く
な
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
今
年
度
、

地
区
の
お
祭
り
は
２
地
区
の
開
催

を
把
握
し
て
い
ま
す
。
盆
踊
り
等

も
実
際
に
開
催
し
な
い
地
区
も
増

え
て
い
る
よ
う
に
聞
い
て
い
ま
す
。

　

村
全
体
で
の
お
祭
り
が
開
催
で

き
れ
ば
、
役
場
や
道
の
駅
、
尾
瀬

大
橋
周
辺
に
神
輿
が
何
台
か
集
ま

る
こ
と
で
、
見
栄
え
も
あ
り
お
祭

り
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
道
の
駅
で

縁
日
的
な
催
物
を
開
催
す
る
こ
と

も
で
き
れ
ば
、
村
民
の
皆
さ
ん
に

も
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

お
祭
り
の
開
催
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
調
整
が
必
要
に
な
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
各
地
区
の
現
状
も

把
握
し
な
が
ら
、
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

協
議
事
項

問　
　
村
内
一
円
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

が
劣
化
で
見
に
く
い
箇
所
が
目
立

つ
が
、
村
当
局
は
全
体
を
把
握
し

て
い
る
の
か
？
調
査
を
行
い
計
画

的
に
交
換
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

関
連
し
て
、
道
路
の
横
断
歩
道
が
、

除
雪
で
削
ら
れ
た
ま
ま
で
見
に
く

い
箇
所
が
あ
る
が
、
関
係
部
局
等

に
要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
︵
総
務
課
長
︶

　

土
木
事
務
所
関
係
、
道
路
関
係

と
い
う
こ
と
で
、
農
林
建
設
課
の

ほ
う
が
主
管
に
な
る
部
分
も
あ
り

ま
す
が
、
総
務
課
と
し
て
は
、
交

通
安
全
対
策
と
し
て
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
と
横
断
歩
道
の
関
係
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
ず
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
で
す
が
、

現
在
設
置
し
て
い
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
、
村
が
設
置
し
て
い
る
も
の
と
、

県
で
設
置
を
し
て
い
る
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
全
体
的
な
管
理
、
総

数
も
含
め
て
把
握
を
し
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。

　

従
来
、
地
区
要
望
を
受
け
て
必

要
な
箇
所
に
設
置
し
た
り
、
あ
と

は
破
損
、
劣
化
に
伴
う
交
換
に
つ

い
て
は
要
望
が
あ
る
都
度
、
進
め

て
い
る
状
況
で
す
の
で
、
具
体
的

に
地
区
要
望
の
中
で
上
げ
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
早
め
に
対
応
は
し
て

い
ま
す
。
行
政
と
し
て
全
体
的
な

調
査
を
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
難

し
い
現
状
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
そ

の
よ
う
に
地
区
の
方
に
も
お
話
を

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

国
道
や
県
道
の
横
断
歩
道
の
ラ

イ
ン
で
す
が
、
春
先
に
な
る
と
ラ

イ
ン
が
削
れ
て
、
全
部
そ
れ
を
引

き
直
し
て
く
れ
て
は
い
な
い
と
い

う
状
況
は
承
知
を
し
て
お
り
、
ま

た
、
要
望
は
し
て
い
ま
す
。

　

利
根
郡
か
ら
県
へ
上
げ
る
要
望

と
し
て
は
、
な
か
な
か
採
択
さ
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

総
務
観
光
常
任
委
員
会

〜
委
員
が
慎
重
討
議
し
ま
し
た
〜

所
管
事
務
に
つ
い
て
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答
︵
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
︶

　
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
マ
ラ
ソ
ン

大
会
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な

所
で
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
片
品

村
で
も
実
施
で
き
れ
ば
、
村
の
良

　
　
片
品
村
の
中
を
車
で
移
動
し

な
が
ら
観
光
名
所
を
見
て
歩
く
、

そ
う
い
っ
た
形
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
ま
た
は
マ
ラ
ソ
ン
、
あ
る
い
は

歩
く
会
な
ど
の
観
光
ス
ポ
ー
ツ
大

会
を
開
催
で
き
な
い
か
？

　
ま
た
、
関
越
交
通
の
尾
瀬
号
の

空
席
が
目
立
つ
の
で
、
観
光
協
会

と
身
近
な
観
光
業
者
と
で
タ
イ
ア

ッ
プ
し
て
、
マ
イ
カ
ー
あ
る
い
は

尾
瀬
号
を
利
用
し
て
、
夏
休
み
や

冬
休
み
に
向
け
て
片
品
村
へ
来
る

企
画
旅
行
を
作
成
し
て
、
観
光
協

会
で
窓
口
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

も
ら
う
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
い

も
の
か
。

さ
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い

ま
す
。

　
歴
史
や
文
化
に
関
す
る
観
光
ス

ポ
ッ
ト
も
片
品
村
に
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
う
い
う
所
を
巡
る
と
か
、

あ
と
は
体
験
型
と
い
う
の
も
来
て

い
た
だ
く
方
に
は
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

そ
う
い
う
も
の
も
含
め
て
実
施
で

き
れ
ば
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
方
の

参
加
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
マ
ラ
ソ
ン
を
重
視
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
ス
キ
ー
場
の
ゲ

レ
ン
デ
の
一
部
を
活
用
し
て
の
実

施
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
天
王
桜
や
水
芭
蕉
の
森

な
ど
、
そ
の
季
節
に
し
か
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
所
も
あ
り
ま
す
の

で
、
季
節
ご
と
に
テ
ー
マ
を
設
け

て
実
施
す
る
と
い
う
方
法
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
実
施
す
る
場
合
に
は
、

役
場
だ
け
で
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

地
元
や
宿
泊
施
設
、
事
業
者
の
方

な
ど
、
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
を

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

し
、
必
要
経
費
に
つ
い
て
も
考
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
村

全
体
で
進
め
る
の
で
は
な
く
て
、

ま
ず
は
地
区
を
限
定
し
て
計
画
を

し
て
み
て
、
実
施
で
き
る
か
協
議

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
尾
瀬
号
に
つ
い
て
は
、
以
前
も

バ
ス
を
利
用
し
て
来
る
よ
う
な
ツ

ア
ー
を
、
観
光
協
会
に
お
願
い
し

て
や
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
今

ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を
検
証
し
、

問 ま
し
た
。
令
和
２
年
に
は
、
２
７

４
名
の
う
ち
の
　
名
を
機
能
別
団

員
と
い
う
形
で
、
有
事
の
時
の
み

参
加
を
し
て
く
れ
る
団
員
と
し
て

補
充
し
て
い
る
と
い
う
状
況
に
な

っ
て
い
ま
す

　
現
在
の
２
７
４
名
に
つ
い
て
も
、

特
に
新
人
の
確
保
に
つ
い
て
は
難

し
い
の
が
現
状
で
す
。
団
員
の
高

齢
化
は
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
お

り
、
村
外
で
働
い
て
い
る
方
も
団

員
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
日
中
の

有
事
の
際
に
ど
れ
だ
け
の
方
が
出

動
で
き
る
か
が
、
懸
念
材
料
に
な

っ
て
い
ま
す
。

問　
　
先
日
、
幡
谷
地
区
で
行
わ
れ

た
避
難
訓
練
に
つ
い
て
、
良
か
っ

た
点
や
改
良
点
を
挙
げ
て
も
ら
い

た
い
。
ま
た
、
他
の
地
区
や
役
場

で
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
含
め
て
避
難

訓
練
の
実
施
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
さ
ら
に
、
消
防
団
の
人
員
不
足

が
、
今
、
新
聞
等
で
も
話
題
に
な

っ
て
い
る
が
、
片
品
村
の
現
状
と

今
後
の
問
題
点
等
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

答
︵
総
務
課
長
︶

　
幡
谷
で
８
月
　
日
に
行
わ
れ
た

地
区
防
災
訓
練
に
つ
い
て
、
良
か

っ
た
点
は
、
地
区
の
清
掃
作
業
の

日
に
合
わ
せ
て
行
い
ま
し
た
の
で
、

ほ
と
ん
ど
全
て
の
世
帯
の
方
々
に

訓
練
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
車
椅

子
や
０
歳
の
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
い
て

参
加
さ
れ
た
と
い
う
方
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
悪
か
っ
た
点
と
し
て
は
、
時
期

的
に
農
家
が
忙
し
い
時
期
で
あ
り
、

朝
の
収
穫
の
時
間
帯
に
重
な
る
と

い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

地
区
の
福
祉
協
議
会
と
、
要
配
慮

者
、
こ
の
家
庭
の
人
は
近
く
の
誰

々
が
確
認
を
す
る
と
か
、
そ
の
辺

り
の
連
携
が
や
や
取
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
が
反
省
点
と
し
て
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
他
の
地
区
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

幡
谷
以
外
の
組
長
さ
ん
に
対
し
て
、

協
力
で
き
る
地
区
は
手
を
挙
げ
て

も
ら
う
よ
う
な
形
で
、
村
か
ら
も

投
げ
か
け
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
文
書
を
発
送
し
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
取
り
ま
と

め
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
、
小

さ
い
地
区
単
位
で
避
難
訓
練
を
や

る
場
合
も
あ
り
ま
す
し
、
区
全
体

で
や
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
た

場
合
に
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
変
わ

っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
各

地
区
の
状
況
に
合
わ
せ
た
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
役
場
の
防
災
訓
練
に
つ
い
て
は
、

実
施
に
向
け
て
検
討
し
ま
す
。

　
消
防
団
の
人
員
不
足
で
す
が
、

平
成
　
年
に
３
０
９
名
い
た
も
の

が
、　  

年
に
２
７
４
名
に
縮
小
し

も
進
め
て
い
く
こ
と
が
可
能
か
と

思
い
ま
す
。

　
村
内
　
地
区
の
中
に
は
、
班
な

ど
の
細
か
い
組
織
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
地
区
の
裁
量
で
で
き
る
も

の
で
す
の
で
、
そ
の
増
減
に
つ
い

て
は
、
地
区
の
ほ
う
で
も
協
議
を

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
農
事
組
合
に
関
し
て
は
、
場
所

に
よ
っ
て
対
応
が
異
な
っ
て
お
り
、

地
区
に
よ
っ
て
は
農
事
の
関
係
す

る
人
だ
け
で
役
員
を
回
し
て
い
る

の
で
、
各
地
区
の
取
組
方
次
第
で

役
員
の
負
担
軽
減
に
繋
が
る
も
の

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
回
覧
板
の
件
に
つ
い
て
は
、
今

は
紙
ベ
ー
ス
で
回
覧
板
を
回
し
て

い
ま
す
。
な
か
な
か
う
ま
く
回
さ

な
い
、
要
ら
な
い
と
言
っ
て
い
る
、

と
い
っ
た
地
区
も
あ
る
よ
う
に
は

聞
い
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
行
政
か
ら
の
情
報
提
供

手
段
と
し
て
、
今
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
発
信
も
可
能

で
す
が
、
そ
ち
ら
に
完
全
に
切
り

替
え
る
と
、
ど
う
し
て
も
独
り
暮

ら
し
の
高
齢
者
な
ど
、
一
部
の
方

に
は
機
器
を
使
い
こ
な
す
の
が
難

し
い
と
い
う
現
状
も
あ
り
ま
す
。

併
用
し
て
運
用
し
て
い
く
こ
と
は

検
討
に
入
り
ま
す
が
、
完
全
に
切

り
替
え
る
の
は
も
う
少
し
先
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

　
あ
と
は
、
組
長
さ
ん
に
お
配
り

し
て
い
る
も
の
、
何
年
か
前
ま
で

は
毎
週
１
回
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
を
月
２
回
に
整
理
を
し
て
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
負
担
を

か
け
て
は
い
ま
す
が
、
し
ば
ら
く

は
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
で
の
併

用
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

32

19

25

70

29

幡谷地区防災計画避難訓練
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ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
は
小
学
生
の
参
加
者

が
多
か
っ
た
が
、
シ
ル
バ
ー
層
の

参
加
者
が
少
な
い
印
象
だ
っ
た
の

で
、
も
っ
と
気
軽
に
参
加
で
き
る

よ
う
に
働
き
か
け
て
欲
し
い
。

問　
　
農
作
物
の
盗
難
防
止
に
つ
い

て
村
内
放
送
が
さ
れ
て
い
た
が
、

被
害
状
況
と
今
後
の
防
止
策
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
︵
農
林
建
設
課
長
︶

　

９
月
７
日
に
農
業
者
の
方
か
ら

連
絡
が
あ
り
、
日
中
に
野
菜
を
盗

難
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
朝
、

仕
事
を
終
え
て
８
時
ぐ
ら
い
に
そ

の
畑
を
離
れ
、
違
う
畑
で
作
業
を

し
て
、
夕
方
見
回
り
に
戻
っ
た
ら
、

ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
く
ら
い
ご
っ
そ

り
取
ら
れ
て
お
り
、
今
回
は
酷
か

っ
た
の
で
連
絡
を
し
た
と
の
こ
と

で
し
た
。
盗
難
事
件
に
な
り
ま
す

の
で
警
察
に
も
連
絡
を
し
て
も
ら

い
、
放
送
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
今
年
、
盗
難
に
つ

い
て
、
こ
ち
ら
に
連
絡
が
入
っ
て

い
る
の
は
こ
の
１
件
だ
け
で
す
。

　

な
お
、
今
ま
で
と
違
っ
て
日
中

盗
難
に
遭
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

警
察
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
パ
ト

ロ
ー
ル
、
さ
ら
に
関
係
機
関
と
協

力
し
な
が
ら
見
回
る
よ
う
に
、
今

の
と
こ
ろ
進
め
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
の
当
時
、
盗
難
の
被

害
が
多
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、

Ｊ
Ａ
の
野
菜
部
会
で
農
場
の
入
口

に
防
犯
カ
メ
ラ
作
動
中
と
い
う
看

板
を
立
て
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ

の
後
は
効
果
が
あ
っ
て
、
盗
難
事

件
の
連
絡
が
こ
ち
ら
に
は
来
て
い

な
い
状
況
で
し
た
が
、
今
回
、
ま

た
こ
う
い
う
事
件
が
あ
っ
た
の
で
、

放
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
以
前
に
も
お
話
の

あ
っ
た
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た

の
ぼ
り
旗
の
話
で
す
が
、
あ
ま
り

進
ん
で
い
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
今
後
も
、
片
品
の
農
産
物

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
の
で
、
引
き
続
き
、
関
係

者
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
良
い

方
向
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
考
え

て
お
り
ま
す
。

点
集
計
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
申

込
み
に
つ
い
て
も
、
今
回
は
教
育

委
員
会
ま
で
電
話
で
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
簡
単
に
申
込
み
も
で
き
ま

す
し
、
事
前
に
申
込
ま
な
く
て
も
、

当
日
で
も
申
込
み
が
で
き
る
よ
う

に
改
善
い
た
し
ま
し
た
。

　

種
目
に
つ
い
て
も
、
今
年
に
つ

い
て
は
高
齢
者
が
参
加
し
や
す
い

よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
の
種
目
を
高

齢
者
の
方
々
に
な
じ
み
深
い
種
目

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
そ
れ
か
ら
玉

入
れ
、
輪
投
げ
、
ス
マ
イ
ル
ボ
ー

リ
ン
グ
は
、
若
い
方
よ
り
も
高
齢

者
の
ほ
う
が
な
じ
み
深
く
、
い
つ

も
や
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す

の
で
、
比
較
的
参
加
し
や
す
く
な

っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
片
品
ク
イ
ズ
の

代
わ
り
に
け
ん
玉
を
入
れ
ま
し
た
。

（
委
員
長
　
狩
野
　
孝
夫
）

協
議
事
項

問　
　
冬
季
交
歓
会
の
実
施
に
つ
い

て
は
、
利
用
す
る
ス
キ
ー
場
を
含

め
て
、
ど
の
よ
う
な
受
入
体
制
で

進
め
る
予
定
か
。

問 答
︵
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︶

　

分
宿
で
は
な
く
て
、
団
体
で
１

か
所
に
泊
ま
る
形
で
考
え
て
お
り
、

宿
泊
先
は
か
た
し
な
高
原
ホ
テ
ル

を
予
定
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ス
キ
ー
場
の
持
ち
回
り
に
関
し

て
は
、
今
年
の
冬
に
関
し
て
は
、

か
た
し
な
高
原
ス
キ
ー
場
を
予
定

し
て
い
ま
す
が
、
学
校
と
し
て
も

安
全
面
を
考
え
た
場
合
に
ボ
ー
ダ

ー
が
い
な
い
ほ
う
が
良
い
と
い
う

こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
し
、

１
泊
２
日
で
非
常
に
時
間
が
限
ら

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

答
︵
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︶

　

８
月
に
チ
ラ
シ
を
全
戸
配
布
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

９
月
に
入
っ
て
防
災
無
線
で
４
回

ほ
ど
、
参
加
者
を
募
る
予
定
で
進

め
て
お
り
ま
す
。

　

前
回
は
試
験
的
に
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
活
用
し
て
申
込
み
や
得
点

の
集
計
を
行
い
ま
し
た
が
、
戸
惑

っ
た
り
時
間
が
か
か
っ
た
り
し
て

い
た
た
め
、
去
年
の
反
省
を
生
か

し
て
、
今
回
は
紙
ベ
ー
ス
で
の
得

産
業
民
教
常
任
委
員
会

〜
委
員
が
慎
重
討
議
し
ま
し
た
〜

所
管
事
務
に
つ
い
て

答
︵
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
︶

　

全
国
的
に
は
相
当
数
の
自
治
体

が
合
宿
に
対
し
て
補
助
を
し
て
い

ま
す
が
、
県
内
で
は
助
成
を
し
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

合
宿
の
実
績
を
観
光
協
会
で
ど

の
く
ら
い
把
握
し
て
い
る
の
か
分

か
ら
な
い
の
で
、
そ
の
辺
り
も
確

認
し
な
が
ら
、
人
数
の
把
握
が
可

能
で
あ
れ
ば
ど
の
く
ら
い
助
成
で

き
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
そ
れ
を
元
に
協
議
し

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

実
施
で
き
る
か
を
観
光
協
会
や
関

越
交
通
と
検
討
す
る
こ
と
は
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

問　
　
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事

業
に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
及
び
各

　
　
全
国
の
自
治
体
の
中
に
は
、

合
宿
、
研
修
等
の
宿
泊
客
の
皆
さ

ん
に
助
成
金
を
出
し
て
い
る
自
治

体
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
群
馬
県

内
で
行
っ
て
い
る
自
治
体
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
仮
に
１
人
１
泊
１ 

０

０
０
円
の
助
成
金
を
来
て
い
た
だ

く
団
体
の
方
に
支
払
う
と
、
そ
の

助
成
金
は
全
て
宿
泊
代
と
し
て
村

内
に
戻
っ
て
く
る
と
い
う
形
の
助

成
金
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
山
中
湖
、
菅
平
と
い
う
合
宿
の

メ
ッ
カ
の
所
で
こ
う
し
た
助
成
事

業
を
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち

ら
に
合
宿
を
持
っ
て
い
か
れ
て
い

る
と
も
思
い
ま
す
し
、
や
は
り
減

っ
て
い
る
合
宿
を
片
品
村
に
誘
致

す
る
起
爆
剤
と
し
て
、
こ
う
し
た

助
成
事
業
を
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

問

,
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ゆう けん しゃ

ようこそ 有 権 者
Welcome 有権者になるために

尾瀬高等学校
自然環境科　３年２組 入 澤  菜 月 さん

　

２
０
２
２
年
４
月
１
日

か
ら
成
人
年
齢
が　

歳
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
引
き

下
げ
に
よ
り
、
私
も
誕
生

日
を
迎
え
る
と
成
人
の
仲

間
入
り
を
し
ま
す
。
成
人

に
な
る
と
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
が
作
れ
た
り
、
賃

貸
物
件
を
借
り
ら
れ
た
り

と
、﹁
自
分
の
意
思
﹂
で
で

き
る
契
約
が
増
え
ま
す
。

ま
た
、
有
権
者
と
な
り
、

政
治
に
参
加
す
る
１
人
と

し
て
意
見
を
述
べ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

選
挙
に
つ
い
て
学
校
の

授
業
や
講
演
会
で
学
ぶ
中

で
、
若
者
の
投
票
率
が
低

い
こ
と
に
よ
り
、
若
者
の

意
見
が
届
き
に
く
く
、
投

票
率
の
高
い
高
齢
者
の
意

見
が
強
く
反
映
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

投
票
率
に
よ
っ
て
意
見
が

逆
転
す
る
こ
と
も
あ
る
そ

う
で
す
。
そ
れ
を
聞
い
て

選
挙
へ
の
考
え
方
が
変
わ

り
ま
し
た
。
私
は
、
平
等

に
意
見
が
反
映
さ
れ
る
た

め
に
も
、
ま
ず
は
若
者
が

選
挙
に
参
加
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
１
人
と
し
て
、
私
も
自

分
の
意
見
を
き
ち
ん
と
持

っ
て
主
張
で
き
る
よ
う
に
、

政
治
に
つ
い
て
も
目
を
向

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

私
が
有
権
者
と
な
り
、

　

歳
に
な
る
と
今
と
比
べ

て
自
由
に
で
き
る
こ
と
が

増
え
ま
す
。
一
方
で
、
自

由
に
な
る
ぶ
ん
責
任
も
増

え
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
の

行
動
に
責
任
を
も
ち
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

選
挙
に
行
く
こ
と
に
よ
り
、

﹁
私
の
１
票
が
社
会
を
変
え

る
１
票
﹂
と
な
る
こ
と
を

信
じ
て
い
ま
す
。

18

18

地
区
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
な

状
況
と
な
っ
て
い
る
か
。

問　
　
一
般
国
道
４
０
１
号
線
は
尾

瀬
の
未
開
通
区
間
が
あ
る
が
、
直

接
関
係
が
あ
る
片
品
村
と
福
島
県

檜
枝
岐
村
で
要
望
活
動
と
し
て
、

せ
め
て
調
査
だ
け
で
も
で
き
る
よ

う
な
取
り
組
み
が
さ
れ
る
よ
う
に

県
に
働
き
か
け
を
お
願
い
し
た
ら

ど
う
か
。

答
︵
農
林
建
設
課
長
︶

　

多
面
的
機
能
交
付
金
事
業
に
つ

い
て
は
、
平
成　

年
に
２
つ
の
地

区
が
加
入
を
し
て
推
進
を
し
て
い

て
、
本
年
度
は
８
地
区
に
加
え
補

正
予
算
で
２
地
区
で
す
の
で
、　

地
区
と
な
っ
て
い
て
、
大
体
５
倍

ぐ
ら
い
に
は
増
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
地
域
が
主
体
と

な
っ
て
、
農
地
と
そ
の
周
辺
の
環

境
保
全
も
含
め
て
、
地
域
で
一
丸

と
な
っ
て
住
み
や
す
い
場
所
に
し

て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
、
非

常
に
良
い
交
付
金
事
業
で
あ
り
、

推
進
の
気
運
が
ま
す
ま
す
高
ま
る

よ
う
に
今
後
も
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
福
島
県
側
は
今

回
、　

 

日
に
博
士
峠
が
開
通
し
ま

し
た
が
、
結
局
、
ま
ず
福
島
県
側

を
や
っ
て
か
ら
と
い
う
こ
と
、
会

津
美
里
の
町
長
が
期
成
同
盟
会
の

会
長
な
の
で
す
が
、
福
島
県
側
に

は
も
う
一
つ
峠
が
あ
り
、
そ
れ
が

通
る
と
い
よ
い
よ
こ
ち
ら
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
、
福
島
県
側
の

意
識
と
し
て
、
そ
ん
な
状
況
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

国
道
４
０
１
号
期
成
同
盟
会
は
、

四
十
何
年
か
で
や
っ
と
博
士
峠
の

ト
ン
ネ
ル
が
今
回
開
通
し
た
と
い

お
願
い
を
し
て
、
最
低
で
も
一
般

質
問
を
し
て
も
ら
う
な
ど
、
改
め

て
両
県
に
認
識
を
し
て
も
ら
う
と

い
う
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
そ
れ

を
も
っ
て
国
土
交
通
省
へ
と
い
う

話
に
な
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

答
︵
村
長
︶

　

国
道
１
２
０
号
線
も
含
め
、
国

道
４
０
１
号
線
も
、
や
は
り
調
査

費
を
つ
け
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

頑
張
ら
な
い
と
駄
目
だ
と
い
う
こ

と
で
、
両
県
の
県
議
会
議
員
等
に

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
以
前

は
渡
部
恒
三
先
生
が
期
成
同
盟
会

の
会
長
を
や
っ
て
お
り
、
そ
の
後
、

様
々
な
事
情
で
状
況
が
変
わ
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
本
来
、
こ
れ
だ

け
の
事
業
で
あ
れ
ば
、
国
会
議
員

の
先
生
に
期
成
同
盟
会
の
会
長
に

な
っ
て
も
ら
う
の
が
良
い
と
思
い

ま
す
が
、
群
馬
県
側
の
代
議
士
に

頼
む
と
な
る
と
、
結
局
、
主
が
福

島
県
側
で
あ
り
、
政
治
的
な
事
情

も
あ
っ
て
い
ろ
い
ろ
難
し
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
両

県
に
共
有
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

県
議
会
議
員
に
お
願
い
し
始
め
て

い
く
の
が
一
番
良
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

来
週
、
ち
ょ
う
ど
国
道
１
２
０

号
の
期
成
同
盟
会
の
総
会
が
あ
る

の
で
、
そ
の
と
き
に
ま
た
中
曽
根

先
生
も
こ
ち
ら
に
来
て
く
れ
る
と

い
う
こ
と
な
の
で
、
い
ろ
い
ろ
話

が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
委
員
長
　
北
澤
　
佳
子
）

30

10

10

檜枝岐村議会との協議



議 会 活 動 10

発
行
　
片
品
村
議
会
　  

責
任
者
　
萩
原
　
正
信
　  

編
集
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
　 

印
刷
所
　
笠
原
印
刷︵
有
︶

編  

集  

後  

記

編
集
副
委
員
長

小
柳  

紀
一

　
今
年
で
戦
後
　
年
と
な
り
ま
す
。
片

品
村
で
も
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

端
を
発
し
た
先
行
き
の
見
え
な
い
不
安

定
な
世
界
情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
日

本
国
民
と
し
て
、
先
人
か
ら
渡
さ
れ
た

平
和
の
バ
ト
ン
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
政
治
・
経
済
・
気
候
な
ど
の

各
分
野
で
も
、
様
々
な
問
題
が
渦
巻
い

て
お
り
、
今
ま
さ
に
大
嵐
の
中
に
飲
み

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
新

議
員
一
同
、
村
民
の
皆
様
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
、
行
政
運
営
の
一
助
と
な
れ
る

よ
う
一
生
懸
命
取
り
組
む
所
存
で
あ
り

ま
す
。
議
会
だ
よ
り
も
親
し
み
の
あ
る

紙
面
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

　
酷
暑
だ
っ
た
夏
が
終
わ
り
、
残
暑
厳

し
い
秋
も
終
盤
を
迎
え
、
め
っ
き
り
冷

え
込
ん
で
参
り
ま
し
た
。
こ
の
先
は
秋

か
ら
冬
へ
と
駆
け
足
に
な
り
ま
す
。
今
季

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
と
特
に
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
も
注
意
と
の
こ
と
で
す
。
村
民

の
皆
様
に
は
、
ど
う
か
お
身
体
に
気
を

つ
け
て
、
輝
か
し
い
新
春
が
迎
え
ら
れ

る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。
来
た
る
年

末
年
始
が
大
勢
の
観
光
客
で
賑
わ
う
こ

と
、そ
し
て
、皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
祈
念
し
、
編
集
後
記
と
い
た
し
ま
す
。

議会広報編集特別委員会

委員長

副委員長

委  員

委  員

委  員

委  員

萩原　和典

小柳　紀一

千明　　勉

星野　吉弥

狩野　孝夫

小林　政彦

視聴方法

１２月議会を傍聴しませんか！

http：//www.vill.katashina.gunma.jp/
片品村ホームページＵＲＬ

○傍聴のお知らせ

次回定例会は、12 月  1 日（金）の予定です。

 一般質問は、開会初日です。一般質問の質疑応答

は片品村公式ホームページ（HP）の議会録画中継

にて動画を閲覧できます。

○議会録画中継について
 　年４回の定例議会開会日の模様を動画（録画）配信して
いますので、是非ご覧ください。

 ☆スマートフォンでもご覧いただけます。

①片品村ホームページトップ画面右側のバナー
「片品村議会　会議中継」をクリック

②「会議名でさがす」「議員名でさがす」

  どちらかをクリック尾瀬の郷 片品村

片品村議会　会議中継

片品村観光情報片品村について
会議名でさがす 議員名でさがす

どちらかをクリック！

片品村ホームページ

片品村ホームページ

議 会 活 動 日 誌

月

７  

月

11 日
13 日
 〃  

15 日
 〃  
 〃  

19 日

22 日
 〃  

26 日

1 日
2 日

4 日
6 日
 〃  
 〃  

10 日
14 日
 〃  

16 日
 〃  

17 日

第 26 回昭和の秋まつり
むらづくり対する特別委員会

（耕作放棄地対策分科会）行政視察
第 88 回利根招魂祭
令和５年度片品村敬老会
利根沼田暴力追放推進協議会理事会
利根沼田暴力追放推進協議会定期総会
尾瀬高校の現状に関する協議会
上尾市制施行 65 周年記念式典
令和５年度片品村消防団秋季点検
利根郡町村議会議長会 10 月定例議長会
利根沼田広域圏 10 月定例議員協議会
令和５年度片品村中学生議会

26 日
 〃  

28 日
30 日
31 日

利根沼田広域圏７月議会定例会
利根沼田学校組合臨時議会
非核平和行進
第 42 回川場まつり
管内視察

3 日
 〃  
4 日

17 日
19 日
21 日

 〃  
 〃  
 〃  

25 日
 〃  
 〃  

29 日
30 日
 〃  

特別会計等各運営委員会、運営協議会
沼田まつり歓迎交流会
第 73 回利根川治水同盟治水大会
小口資金融資斡旋審査委員会
幡谷地区防災計画避難訓練
利根地方総合開発協会理事・代表幹事
合同会議
利根郡町村議長会８月定例議長会
利根沼田学校組合議員協議会
群馬県議会と尾瀬についての意見交換会
利根沼田学校組合議会定例会
利根沼田市町村議会正副議長研修会
利根沼田市町村議会正副議長意見交換会
群馬県後期高齢者医療広域連合議会定例会
議会運営委員会
全員協議会

尾瀬木道視察
総務観光常任委員会
産業民教常任委員会
第４回議会定例会閉会
片品村戦没者追悼式
第１回むらづくりに対する特別委員会
シラネアオイを守る会美化清掃登山
及びシラネアオイ種子採取
令和５年度檜枝岐村議会との交流会
小口資金融資斡旋審査委員会
国道 120 号金精道路通年通行促進期成
同盟会総会
令和５年度利根郡町村議会議員・
事務局長研修会

7 日
 〃  
9 日

第４回議会定例会開会
全員協議会（決算・補正予算説明）
沼田花火大会

議 会 活 動 日 誌

９
　
　
月

９ 

月

８
　
　
月

管内視察 特別委員会行政視察利根郡町村議会議員研修会

78
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20日  〜  21日

フか た し な トギ ラ リーオ ヤ


